佐賀市障がい児夏休み教室事業費等補助金交付要綱

（目的）

第１条　この要綱は、障がい児の社会参加の促進を目的として、夏休みの期間に団体等が実施する障がい児等の活動事業（以下「補助事業」という。）に要する経費に対し、予算の範囲において補助金を交付することについて、佐賀市補助金等交付規則（平成１７年佐賀市規則第６４号）に定めるものほか必要な事項を定めるものとする。

（補助団体等）

第２条　補助の対象となる団体（以下「補助団体等」という。）は、市内を主たる活動の場とし、補助事業を適切かつ効果的に行うことができると市長が認める団体等とする。

（補助対象事業）

第３条　この補助金の交付対象は、市内に住所を有し障がいのある児童・生徒が概ね１０名以上参加し、補助団体等が実施する夏休みの期間の活動等で、次のいずれかに該当する事業とする。

　（１）　主に体験的活動を行う事業

　（２）　主にレクリエーションを行う事業

　（３）　主に創作的活動を行う事業

　（４）　主に学習的活動を行う事業

　（５）　前各号に掲げる事業のほか、市長が認める事業

（補助対象経費）

第４条　補助の対象となる経費は、次のとおりとする。

（１）講師等に対する謝礼、交通費

（２）材料費、燃料費、消耗品費、印刷費

（３）郵送費、輸送運搬費、手数料、光熱水費、保険代

（４）会場使用料、機器等借上げ料、リース料

（５）前各号に掲げる経費のほか、市長が事業の実施に必要と認めた経費

（補助金の金額）

第５条　補助金の額は、１団体につき１５万円までとする。ただし、補助対象経費の実支　　　　　　　　　　　　出額（他の収入で充当する額を除く。）と補助金額を比較して、いずれか少ない方の額とする。

第６条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　附　則

　この要綱は、平成２２年６月１日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。

